
令和 7年度 ライフコース型小児期歯科保健研修会 開催要項

1開催趣旨
埼玉県では平成 23年 10月 18日 に「埼玉県歯科口腔保健の推進に関する条
例」が公布施行されました。この条例に基づき、令和 6年度から11年度までの
埼玉県歯科口腔保健推進計画 (第 4次)が策定され、基本理念のひとつとして「ラ

イフステージに応じた適切な取組とライフコースアプローチに基づく歯科口腔

保健施策の展開」が掲げられ、「健康で質の高い生活のための口腔保健の実現、

歯 。口腔の健康格差の縮小」を目標としています。

近年、健康政策の基盤として「ライフコースアプローチ」の考え方が広く注目

されるようになっています。ライフコースアプローチとは、胎児期から高齢期に

至るまでの各ライフステージを通じて人の健康を捉え、将来の健康課題を未然

に予防することを目的とした包括的な健康支援の視点です。この考え方は、2024

年度より始動した「健康日本 21(第二次)」 においても中核をなすものであり、

とくに妊娠期から乳幼児期の健康状態や生活習慣が、その後の心身の発達や成

人後の健康に深く関わることが明らかになってきています。

一方で、我が国では少子化が進行する中、子どもの虐待件数が年々増加し、深

刻な社会課題となっています。児童相談所による対応件数は大きく増加し、出生

数に対する虐待相談件数の割合は飛躍的に上昇しています。こうした現状を踏

まえ、歯科保健専門職として、子どもの口腔内の異変に早期に気づく視点をもち、

医療・福祉・教育などの多職種と連携して対応する体制づくりが求められていま

す。

さらに、妊産婦期にはホルモンバランスや生活習慣の変化により、むし歯や歯

周病などの歯科疾患のリスクが高まります。また、近年では妊婦の歯周病が早産

や低体重児出産と関連する可能性も指摘されており、妊娠期からの歯科保健指

導は、母子の健康を守る上で不可欠な取り組みとなっています。加えて、胎児期

から始まる歯の発育に良好な影響を及ぼす環境づくりや、乳幼児期の適切な保

育者支援を通じた口腔衛生の確立も、将来にわたる健やかな成長を支える重要

な要素です。

本研修会は以上のような視点に立った上で、小児期における歯科保健をライ

フコースの中で位置づけ直し、「虐待予防」と「母子支援」の 2つの柱を通じて、

歯科医療専門職が地域で果たすべき役割と実践的な支援のあり方について理解

を深めることを目的としています。



2主催
埼玉県・埼玉県歯科医師会

3日 時
第 1部 :令和 7年 11月 20日

第 2部 :      ′′
(木)13100～ :14135

14:40～ :15:40

4会 場
TKP大宮駅西ロカンファレンスセンター 5Fホール 5A

※後 日オンデマン ド配信

5内容
第 1部 虐待防止研修会

演題 「子ども虐待に関わる歯科の役割～子ども虐待に関わる関係者

に知っていただきたい歯科保健～」

講師 東京歯科大学臨床教授

東京都板橋区要保護児童対策協議会代表委員

日本子ども虐待防止歯科研究会顧問

森岡 俊介
妊産婦と乳幼児への歯科保健研修会

演題 「マイナス 1歳からの健口づくり」

講師 埼玉県歯科医師会地域保健部副部長   遠藤 徹

第 2部

6対象者
第 1部

(1)歯科医師
(2)歯科衛生士

(3)匡三自雨

(4)助産師・保健師・看護師等医療関係者
(5)子育て支援に関わる行政関係者
(6)保育士

第 2部

(1)医師、看護師、助産師
(2)保健所 。市町村母子保健担当者
(3)幼稚園職員
(4)保育園 (所)職員



(5)歯科医師
(6)歯科衛生士

(7)その他母子保健に関わる職種
7受講料
無 料

8募集人員
120名

9申込方法
埼玉県歯科医師会ホームページ「埼玉県歯科医師会主催研修会申込フォーム」

にアクセスしていただき令和 年 月 日 ( )ま でにお申込みください。なお、
来場、オンデマンド受講いずれの場合も必ずお申し込みください。

なお、1部のみの視聴や 2部のみの視聴も可能です。申込の際に選択ください。

10 会場案内図
TKP大 宮駅西ロカンファレンスセンター 5F ホール 5A
さいたま市大宮区桜木町1-8-1 ベルヴュオフィス大宮
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